
露国 実践事例2

学び合いの中で 中世後期を構造的に関連付けてとらえる子ども

一中学1年「中世後期の特色をとらえよう」の実践からー

1 単元のねらい

中世後期について，活用できる知識を増やしながら，政治と経済と文化を構造的に関連付けて中

世後期をとらえ，中世後期の特色を生徒自らの言葉で語ることができる。

2 授業の構想

( 1）子どものとらえについて

次は， I学期の古代の学習を終えたときにある生徒が書いたふりかえりである。

古代は，やはり日本の基礎ができあがってくる時代だと思います。アジアとの結びつきを強

めながら，外国から学んだことを取り入れたり，逆にやめたりと，さまざまな実験をしながら

律令によって国が動くしくみをつくり，日本が成長した時代だと思いました。 （生徒A)

このふりかえりから，生徒Aは今までの人物史中心の歴史から通史へと変わったこの段階で，事

象を関連付けて考え，その時代の特色をつかむことの意義やおもしろさを感じ始めていることが分

かる。しかし，古代の学習では，まだ政治史中心の一方的・一面的なとらえでとどまっている生徒

が多い。そこで，複数の立場にたって物事を考えたり，事象の因果関係を考えたりする学習を繰り

返し行うことによって，生徒のものの見方や考え方を深めていくことが必要だと考える。経済が発

展し，民衆の動きが活発になるこの中世後期の学習で「なぜ」「どのようにして」といった，因果

関係を問う学習を大切にしながら知識の構造化をはかつていき，多面的・多角的な社会の見方を培

うことが，これからの社会科学習を進めていく上で非常に重要だと考える。

(2）本単元の内容と社会科で考える思考力・判断力・表現力の育成との関わりについて

本単元では，中世後期（おもに室町時代）について考えていった。中世後期は激動の時代の始ま

りであり，その中で幕府や朝廷といった在来の権力や権威は求心力やその輝きを失い，やがて地域

国家が分裂する状態に陥っていく。しかし，これらは単に権力者の聞でおこった対立ではない。産

業の発達や貨幣経済の浸透により成長してきた民衆が，自分たちの利益を追求するために激しい動

きを展開していき，その根底からの動きにより政治権力が分散していったといえよう。その混乱の

中，様々な利害関係をもっ人々の保護者としての地位を確立していく戦国大名があらわれ，やがて

戦国大名の争いを経て，再び日本は統一され，近世の幕開けとなる。本単元では，このような中世

後期を，具体的史料から考えることで，活用できる知識を増やしながら，多面的 ・多角的なものの

見方や考え方を培い，最終的には，中世後期の特色についてつかませ，生徒が自らの言葉で中世後

期について語れることをねらいとしている。そのためには，知識の習得だけではいけない。知識や，

資料を活用し，他者の意見も踏まえながら思考を深め判断し，自分の考えを表現したくなるような

学習プロセスがますます重要になってくる。

上記のねらいを達成するために，まずは中世後期の「政治」と「経済・文化」を構造的にとらえ

る学習を構成した。そして，単元の終末部において室町時代を構造的にとらえた生徒たちに，それ

までに習得した知識を用いながら討論することで，結果的に中世後期の特色を総合的につかむこと

ができるような学習問題を取り入れ，学級全体の学び合いの中で，生徒の思考力を高めていきたい
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と考えた。

単元終末部の学習問題は「室町幕府の将軍にアド、パイスしよう ！豊かで安定した国づくり」とし，

生徒が室町時代にタイムスリップしたと仮定し，応仁の乱の起きる前夜，各地で起こるー撲や騒乱

を前に，為す術の無い将軍足利義政に，豊かで安定した国づくりの策をアドバイスする学習を設定

した。政治権力がゆるむ一方で，経済の発達を背景に村を越えて団結した民衆は，堂々と権力者に

抵抗し始めた。そのような中世後期を，生徒自らが政治的・経済的な視点から分析し，幕府が安定

した権力を維持するために必要なことを考えていった。中世後期に対する認識を深めた生徒は，近

世を予想できるようになり，今後の学習につながっていくものと考える。

また歴史的分野において，当時に生きる人になりきり「よりよい社会をつくるためにはJ という

視点で考える学習は，現代社会を見る視点にもつながり，ひいては社会参画を促すものと考える。

(3）思考力・判断力・表現力の育成に関する学び合う場面の構想について

① 生徒が興味をもっ問題設定と，単元を通して生徒が問題を意識する手だての工夫

思考力・判断力・表現力を高めるためには，いかに生徒に切実感をもって学習に没頭させるかが

重要になってくる。そのためには単元の終末部に唐突に学習問題を提示するのではなく， 「将軍足

利義政にアドバイスをする」という単元終末部の学習問題を，最初に生徒に提示した。そして，室

町時代に生徒自身がタイムスリップしたと仮定し，アドバイザーという立場を生徒に最初から与え

ることで，「将軍にアドバイスをする」という学習問題を常に意識し，幕府の権力維持のために，

改善すべき点や発展させるべき点を生徒自らが分析しながら，単元の学習を進めていくようにした。

この学習問題のもと，協働で様々な視点から資料を集め，将軍を説得するように策を練り上げる活

動は，思考力・判断力・表現力を高めるものと考えた。

② 2度の学び合いの設定

第3次では，「室町幕府の将軍にアドバイスしよう ！豊かで安定した国づくり」という学習問題

のもと， 2段階に分けて生徒の思考を深めていった。まずは，将軍に国内の事J｜育を分かつてもらう

ため，「政治」「経済・文化」の視点から手紙を書いた。そしてその手紙を，友だち同士で検討しア

ドバイスし合った。その際，中世後期の本質に迫ることができるような「アドバイスの視点」を，

予め生徒に与えて学び合わせることでJ思考力を深めていった。そして，中世後期への認識が深まっ

たところで，自分たちの考える豊かで安定した国づくり策を考えさせ，再度学び合わせた。社会科

部で考える思考力・判断力・表現力を高める 2度目の学び合いは，この第3次の 5時間目である。

班の代表者がアド、パイザーとして，将軍に訴える場面を実演することから始まり，各グループ9の策

の根拠を整理し，質問し合いながら中世後期に対する認識を深めていった。今回，最初の場面で将

軍にアドバイスする場面を実演する形をとった。将軍に納得してもらうためのシナリオを考え表現

することは，自分たちの考えを発表するだけよりも生徒の思考力・判断力・表現力を高めるものと

考えたからだ。この学習では，それまでに習得した中世後期の知識を活用するとともに，中世後期

を総合的にとらえさせることになったと考える。

このように学習を展開するにあたり，生徒の思考力・判断力・表現力の高まりを教師がしっかり

ととらえて指導に生かすことが重要であると考え，二度の学び合い前後に，生徒が作成した手紙や

シナリオ，学習のふりかえりを教師が分析し，生徒の力をより確かなものとするはたらきかけを行

うとともに，学び合いの有効性を実践を通して検証していくことを試みた。
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3 展開計画

次 主な学習 時 具体的な学習・内容（く〉印は，学び合い）

1 室町幕府の将軍にアドパ 1 －イラストから中世後期の特色を読み取る。

イスするために，中世後 －中世後期のイメージを書く。

期を大観しよう。

2 室町幕府の将軍にアドパ 2 －幕府のしくみと財政基盤から，将軍の権力について考える。

イスするために，中世後 3 －地方で発見された中国銭から，東アジアとの外交関係が圏内に与

期をみていこう。 える影響や，地方の発達について考える。

－政治について考えよ 4 －勘合貿易から，国家による貿易統制と，大名や商人よる利益の追

フ。 求のせめぎ合いを探る。
‘ ・“・“・．‘・‘・．‘・‘...‘・‘...‘・“‘・．““ ・““‘・““‘・・・...‘・・ー，，，，・．，，.，，咽.............，””’・．，，，．． ．．．． ．．． ．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．． ．．．．． ・・ ・・・・・・．． ．．．．．．．．．．．．．．． 

－経済，文化について考 5・6 －結桶の登場から，産業の発達を考える。

えよう。 （大量生産と大量輸送の可能，職人の登場，金融業のおこり）

7 －中世後期の文化の担い手と特色について考える。

3 室町幕府の将軍にアド、パ 8 ・「政治」「経済・文化」の視点から中世後期をまとめ，将軍に圏内

イスしよう！ の実態を分かつてもらうための手紙を書く。

豊かで安定した国づくり 9 く〉将軍への手紙を友だち同士で検討し合い，お互いの手紙をアドパ

イスすることで，中世後期に対する自分の考えを整理する。

10・11 く〉班に分かれて，豊かで安定した国づくり策を考える。

12 く〉将軍に，豊かで安定した国づくり策をアドバイスし，それをもと

に話し合うことで，中世後期に対する考えを深める。

13 －中世後期はどんな時代かを自分の言葉で書く。

4 授業の実際

( 1）室町幕府の将軍にアドバイスするために，中世後期を大観しよう（第 1時）

① 単元の学習前の「中世後期」に対する生徒の認識

日付 〆，周 グ白

単元の学習前に「中世後期」に対するイメージ

マップを書かせた。右の図 1は，ある生徒のイメー

ジマップである。ここには「金閣」「銀閣」「足利

義満」「足利義政」「庶民に文化が広まる」といっ

た語句がたくさん表れており，この傾向はほとん

どの生徒にみられた。また，戦国時代がやがて始

まることも，よく知っていた。しかし，「なぜ庶

民に文化が広まったのか」「なぜ，戦国時代とい

う地域分裂を招いたのか」といった，因果関係は

理解しておらず，断片的な知識習得にとどまって
図 1：学習前のイメージマップ （生徒B)

いる段階である。

② 単元の思考力・判断力・表現力の評価規準の設定と分析の視点について

表 1：単元の思考力・判断力・表現力の評価

単元の評価規準 評価資料
評 価 基 準

A B C 

個々の事象の因果関係を考 ふりかえり 三つ以上の視点を 政治と経済，政治 事象を述べるだけ

えながら，政治や経済，外 シナリオ 関連付け，構造的 と外国との関わり， であったり，事象

固との関わり等，多面的 ・ に中世後期につい といったように， 聞の関連付けが弱

多角的に考察し，中世後期 ワークシート て述べている。 二つの視点を関連 く，並列的に中世

の特色を自分の言葉で表現 付けながら中世後 後期について述べ

することができる。 発言 期について述べて ている。

いる。
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上記のような評価規準を設定し，今回生徒の認識の深まりと，それに対する学び合いの有効性を

詳しく見取るため，もう少し詳細な分析の視点を設定した。今回の分析の視点は，島根大学教育学

部特任教授山崎裕二氏の「中学生の歴史的見方・考え方に関する一考察」（昭和59年 3月 島根大

学教育学部附属中学校研究紀要第26号）を参考にさせていただいた。山崎裕二氏による，分析の

視点は以下の五つである。

( i ）単層型 ・・・・・・ ・・ ・問題点の指摘などの現状を述べるだけのもの

(ii）二層パラレル型 ・・・・・述べられている内容が二つ以上あるが，それらの聞に深い意味関係はなく，単
に並列的に述べられているもの

(iii）二層システム型・・・・・述べられている内容が二つ以上あり，それらの内容が関連し合って意味をもた
せ系統的に述べられているもの
（例〉現状→原因，現状→対策，原因→結果， 条件→事象

(iv）三層型・・・・・・・・・述べられている内容が三層からなっているもの
〈例〉現状→原因→対策，原因→結果→解釈

( V）多層型・・・・・・・・・述べられている内容が多岐にわたり，事象の構造的な把握や総合判断，さらに
は将来に対する予測などがなされているもの

この五つのタイプのうち，最も高次なものが（ V）であり，最も低次なものが（ i ）となる。こ

れを上記の評価規準にあてはめたときには，（ i) (ii）がC, (iii）がB, (iv) ( v）がAとし，

学習を進めるなかで，生徒の認識がどのように深まっていくか分析していくこととした。

(2）将軍足利義政に国内の事情を分かつてもらうための手紙を書こう（第8・9時）

①授業展開

まずは，個々に手紙を書く。それを班のメンバーで「アドバイスの視点をもって」互いの手紙を

アドバイスし合いながら，班でベストだと考える一つの手紙にまとめていくという学び合いを行

なった。生徒に示したアドバイスの視点は以下の通りである。

I 圏内事情について事実を書いている。アドバイスに期待される内容は以下の五つである。

｜＠政 治 ｜｜ ｜｜⑥経済（農村）｜ ｜｜｜①経済（都市） ｜｜｜｜＠外国との関わり｜｜｜｜＠文 化 ｜ 

・守護大名の強大化 ｜｜農業生産力の向上と｜｜技術の発達や商工業者の｜｜アジア諸国との貿易｜｜庶民文化の形成
・将箪権力の弱さ ｜｜農民達の団結 I I成長といった産業の発達

II 上記の内容について，事実だけでなく，庭園全鐙塁ι）宣豆ピ旦全企髭聾長2ど主責ど三長ゑ旦

III 原因や結果，あるいはその影響について，他の視点（＠～＠）と関連付けて書いてある。

l→ II→｜｜｜にいくにしたがい高次になっていく。そのことを生徒に伝え，「友だちの手紙から素

敵なアドバイス（IIやIII）をたくさん見つけ，伝えよ うJという中間検討会を行った。ア ドバイス

をすることで，生徒自身の認識を深め，その後，一つの手紙にまとめた。

②生徒が考えた手紙と考察

以下は 1～8班が，将軍義政に国内事情を分かつてもら うために書いた手紙の要点である。なお，

それぞれの班が書いた手紙については，紙面の関係上割愛する。

(1班）

＠新しい技術や肥料の改善による農業生産力の向上⑮徳政令を求めるー授の多発

＠守護大の強大化と各地での争いの多発

(3班〉

＠市の発達や庶民の生活の向上 ⑤農民による一授や守護大名同土の争い ＠幕府の資金不足

(4班）

＠農民の生産力の向上と団結⑥守護大名の強大化と荘園への干渉強化 ＠勘合貿易による倭窟の衰退

(5班〉

＠守護大名の強大化 ＠幕府の財源確保のための新しい税の創設＠明との貿易の活性化

口。
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( 6班〉
＠一撲による国力の衰退 ⑤荷人の成長と市の発達 ＠市の発達による借金をする者の増大

( 7班）
＠税の割り当てを変更し，農民からは減らし，守護大名から多く取ることで，一撲を減らし守護大名の力を落

とす ⑥貿易の有効性

(8班〉
＠守護大名の強大化 ⑥農民の成長と団結

上記は，いずれも述べられている内容は二つ以上あり，現状と原因といった因果関係を述べ

ようと試みているが，事象相互間の関連付けが弱く，二層パラレル型から二層システム型への

移行期と見取った。次は， 2班の手紙の分析である。

( 2班〉

＠身分の低い者が，高い者に実力でとってかわる下刻上の風潮による将軍権力の危うさ ⑤幕府の信用と信頼

を取り戻すことの重要性 ＠そのために西洋や明との貿易の必要性→将軍権力の維持や圏内の産業の発展につ

ながる ④幕府が信頼を集めれば，日本独自の貨幣を造ることができる，そうすることでスパイラノレに幕府権

力の安定と圏内の安定を論理的で構造的に述べられており， 3層システム型から多層型と考える

2班のような現状と原因の因果関係を分析し，その解決策を生徒自らが論理的・構造的に述べる

ことは，この学習の中だけで終わる学びではなく，今後の学習や社会生活も豊かにするものだと考

える。よって，他の班でもそのような思考力 ・判断力・表現力が高まるような学び合いを再度行う

ことの必要性を感じた。

(3）将軍足利義政に豊で安定した国づくり策をアドバイスしよう （第10～12時）

以下は，これまでの学習を踏まえて，各班が作成した豊かで安定

した国づくり策のうち，三つの班が考えたものと，その分析である。

図2は4班の考えた策である。 4班の主張は，③現状の問題点と

して守護大名の強大化と相対的な幕府権力の弱さをあげ，⑥解決策

として成長してきた商人から税を多く取り，幕府の財力と軍事力あ

げる。＠幕府の財力と軍事力があがれば，守護への増税と幕府直轄

地を増やすことが可能になり，安定した幕府権力につながると述べ

ている。現状→対策→影響を論理的に述べ，政治と経済も関連付け 図 2: 4班の案

てとらえられていると考える。 I・－一一一叫ん
図3は5班の考えた策である。 5班の主張は，③現状の問題点と

して守護大名の強大化をあげ，⑤解決策として成長した商人から増

税することで財源の安定をはかる。＠幕府の日明貿易の特権を守護

大名に与えることで幕府の味方を増やすことができると述べてい

る。守護大名支配の対策を考える際に，当時の経済や日明貿易の視

点から考えていることは，複数の視点を関連付けながら中世後期を

とらえていると考える。

図4は8班の考えた策である。 8班の主張は，＠現状の問題点と

して，守護大名の強大化と農民の成長と団結をあげ，⑥解決策とし

て，農民への増税と守護大名の領国支配をやめさせる。⑤農民のゆ

とりをなくすことでー撲を防ぎ，守護大名も幕府に従わせることが

できると述べ，現状→対策→影響を論理的に述べている。

これらからも，豊かで安定した国づくり策を考えることで，並列

的な認識にとどまっていた生徒が，複数の視点を関連付け構造的に 図4: 8班の案
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とらえられるようになったといえる。

認識の深まってきた生徒たちに，各班が考えた策をもとに学び合いを行った。 以下は，そのとき

の授業のやりとりの一場面である。

T ：守護大名のカを抑えたいとみんな考えているみたいだけど，それはなぜかな。

生徒A ：幕府の言うことをきかないと指示が通らなくてバラバラな状態になる。

生徒B：幕府が倒されるかもしれなくて，倒される と国が乱れる。

生徒C：そうなると商売もできないから経済力もおちる。

生徒D：農民たちも安心して暮らせないし，外国からも信用されなくて貿易もできない。

生徒E：幕府が信頼されないと，みんなが豊かにくらせない。

T ：幕府の権力を安定させるため，財力を上げることを考えているみたいだけど，税を取るなら農民から

がいし、か商人からがいいか，どちらだろう。

生徒F：商人が豊かになっているからたくさんとったほうがいい。

生徒G：商人からとるとせっかくの産業の発展がすすまなくなる。

生徒H：農民にゆとりがあると，一挟をおこすので，農民からとったほうがいい。

生徒 I：農民から税をとるとー撲をおこすので，豊作のときだけ税をあげたほうがいい。

上記のやりとりから，政治権力のゆるみを経済や外国とのつながりから考えており，「中世後期」

を多面的・多角的にとらえることができるようになったと考える。

5 成果と課題

図5は，生徒Bの単元の学習後のイ

メージマップである。学習前には，文

化に関する語句が多く見られ，それ以

外では，「足利義満」「足利義政」「日

明貿易」といった語句が単発で出てい

た。しかし，単元の学習後は， 「経済」

や 「外国との関わりJに関する語句が

増えている。また，政治権力のゆるみ

と経済成長を，経済成長と外国との関

わりをつなげていて，相互に関連付け

中世後期をとらえていると考える。 表

2からは，多くの生徒で生徒Bのよう

な変容があったことが分かり，一定の

成果と考える。また，ふりかえりから

は単元を通じての自分の成長や，多面

的・多角的に物事を見る重要性に気付

づいていることがうかがえ，今後の学

習や社会生活を豊かにする力につなが

ると考える （図 6）。今回は複数の視

点を関連付けたが，一つの視点にしぼ

り，学び合いを行ったほうが，より認

識を深めることができるかどうか今後

検証していきたい。

（文責 前島美佐江）

図5：学習後のイメージマップ（生徒8)

表2：学習後のふりかえり （上から生徒B・C・D)

評価基準

A B C 

第 8時終了時 2人 14人 18人

第12時終了時 6人 28人 0人

図 6：学習後のふりかえり （上から生徒B・C・D)
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